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想像に絶する対巳好感情たどが交錯してひ善意か，悪意か灘り得ぬ場面にも

多く遭遇しit　o我々は今ではそ秘全てiiアラビアめ習櫛こ依るもので200

パ＿セソ｝の善意を受けたと僑じているe：唯，珍Vさも手伝つたであるう事

は否めないeそれから帰りlc　5同じく許可（ζの聴は立派な通過査証）を得

て居ながら又々再申請をさせられた。2＿等を総合して結局アラビアには出入

国に関する細かい規則が無妙ため，少しでも変った例は係官により全く犀解

が異って再串請の必要が生ずる模様である’e好意ie支えられてどうにか通過

したものの，今尚真相は不萌であり．」爾今，此の様な異例旅行は極めて冒険

である事鮒肋えて置き’た残

　イラン1ζ関してはマネージャーの立場から特に言うべき問題は無かったe

失敗談は無数にあるが全て未知の国を旅行する時の愛嬌の程度である。これ

偏えに諸先輩や在留邦入の親切の賜であって：深く感謝する所であるが，若しも

もつど語学に習熟して居たら大方の御厄介になる事も少く　又、旅行自体も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e．一　一　t．
面白く収穫が多かったろうと愚われる。
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西南アyア史序説

　　　　礎

ヘブライ民族斜

脚ソムラビとその隠避

｝ルビf民族史の硯究

中世ぺ～レシア語におけるア，ラム

語の影響

アヴエスタ擬ガ“サ㍗
アラビア地誌の硫究

ヒツタイ｝の言語と歴史

中世ぺ・レシア語・（初級）



新

住

習
学

演
語

師
授
授
．
師

　
　
教
・

講
激
輪
講

藤
田
原

　
　
地

葺
羽
大
沢

師
師
　
師

，
講
講
講

〃
　
　
　
、
か
ド
‘

　
本
藤

　
　
　
イ

　
藤
加
　
四
半　本　助　手

員
彦
夫
澄
子
重
伝
房
信
郁
正
　
滋
藤
暑
和
更
叢

　
寮
置
真
美
徳
　
　
　
　
裕
隆
　
　
　
英
　
英
　
直
盤
’
　
　
㌦
良
　
　
一
保
、
義

会
村
査
風
見
奪
村
山
田
原
田
　
辱
沙
松
波
㌧
内
変
脇
一
藤

入
野
岸
藤
安
山
．
葛
冨
横
寺
梅
．
永
沢
狩
竺
若
婿
弥
．
所
六
ン
儲

中世ぺ1レンア語仲級）・

｝〃コ語

梵語文法

妊代ぺ〃yア語

ヒソデイ語

アラビア語（初級）

ヒエログリフ講読（初級）

　　〃　　　　　（中級）

ヘブライ語によるi臼約研究

配ヤニナ川上
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◎　三笠宮殿下は中近東方面の学術的開発に御心を寄せて居られるが．特に

　本会の為に金一封を頂戴した。

◎　昨年のイラン学術調査隊は帰国後各地でスライドを使用して講演会を開

　催して好評を博した。

編 集 後 記

◎　昨今は正に中近東ブームの観があるが、就中．先般のイラン皇帝の来訪

　は圧巻であった。又、各種展覧会やアジア。オリソビツクまであって賑や

　かな事である。しかし、何れにしても大変結構な事で。我々西南アジアの

　研究を志す者にとって喜ばしい次塗である。

◎　編集子にとって編集後記を書く事は一番大きい楽しみであると聞いてい

　るが、ブームに目を奪われて自分の手柄の様に錯覚してはならない事を反省

　すると、本誌の編集後記を書く事は決して楽しくないものである事が感ぜ

　られる。

◎　七月から幹事会も強化されるので次号からはもっと活潅になる事と信ず

　ゐが、尚大方の御叱正と御璽燵をお願いする。　　　　　　（　高林　）

西南アジア研究　　津二号
　昭和53年7月49PP　fril］

　昭和5三5年7月5日発雀f

編集兼発行者京都大学文学部陳列館内

　　　　　　西南アジア研究会

代表者　足利惇氏
　　　　京都市中京区丸姻f通烏丸西入

印刷所　　竹田謄写堂
　　　　　　電③4404・4748番
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